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　 診る
 1 血管炎症候群の疾患概念と分類
 2 大型血管炎をいかに診断するか？ 
 3 川崎病をいかに診断するか？
 4 ANCA関連血管炎をいかに診断するか？
 5  大型血管炎の画像診断には
   何を使うのがよいか？

　 識る
6 大型血管炎の疫学的特徴

7 血管炎症候群の病理像
 8 大型血管炎はどのように発症するか？
 9 川崎病はどのように発症するか？
10 ANCA関連血管炎はどのように発症するか？

特集 血管炎症候群を理解する
企画・構成／中岡良和

Expertise

　  治す
11 大型血管炎の内科的治療のポイント
12 大型血管炎の外科的治療・血管内治療の
  現状と問題点
13 川崎病をどう治療するか？
14 ANCA関連血管炎をどう治療するか？
15  高安動脈炎の心臓血管手術での
   周術期をいかに管理するか？

Expertise

次号予告

8月号 掲載内容

2020年
7月9日発売

2020年6月号 心不全の心臓リハビリテーション　― 進行を抑えQOL・症状を改善する治療法 ― 企画・構成／安達 仁

診る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 1 . 身体所見から心臓リハビリテーションの効果とリスクを予測する

  白石裕一，栗本律子，的場聖明
 2 . 採血結果から心不全の状態を評価する 石田岳史
 3 . 運動の危険性を心エコーから予測する 新谷康広，瀬尾由広
 4 . 運動中の心不全の病態をCPXで評価する 村田 誠

識る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 5 . 不安定呼吸を制して心臓リハビリテーションを実践する 藤本直紀，土肥 薫
 6 . 運動中の血行動態 沖田孝一
 7 .  ［Expertise］ 病期ごとの心不全チーム医療 佐藤幸人

治す ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 8 . ステージA，Bの心臓リハビリテーション 木庭新治
 9 . ステージCの心臓リハビリテーション 絹川真太郎
 10 . ステージDの心臓リハビリテーション 簗瀬正伸
 11 . 心不全傘寿者のためのリハビリテーション 和泉 徹，小幡裕明，阿部 暁
 12 . ［Expertise］ 心不全のステージ別栄養管理 衣笠良治，山本一博

〈連載〉英語による自信がもてる学会発表の技術　プレゼンの方法からパワポの作り方まで
 Chapter 2 スライド・ポスターを作成しよう
 5 ポスター作成
 　Section取りと配置　フォントサイズ 上嶋徳久，加藤祐子

2020年5月号 循環器疾患とフレイル　対策・評価・マネジメント 企画・構成／荒井秀典

診る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 1 . 循環器疾患患者のフレイル・サルコペニアの評価 平敷安希博
 2 . 簡単にできる認知機能評価やADL評価とは？ 豊島堅志，荒木 厚
 3 . 循環器疾患患者の誤嚥リスクはどう評価する？ 金丸晶子

識る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 4 . フレイル高齢者の高血圧はどう管理するか? 小久保 学
 5 .  フレイル高齢者の虚血性心疾患に対する適切な治療は薬物療法か？

冠動脈再建術か？ 野本憲一郎，清水敦哉
 6 .  フレイル高齢者のTAVIの適応を考える 田中哲人，徳田順之
 7 . フレイル高齢者に対する抗凝固療法：どう実践すればよいか？ 川島一博，清水敦哉

治す ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 8 . 高齢者の栄養管理は， 実際にどうすればよい？ 飯塚祐美子
 9 . フレイル高齢者に対する薬剤管理の工夫 溝神文博
 10 . サルコペニアを予防するための心臓リハビリテーションはどうするか？
   河野裕治，山田 亮，大高洋平，才藤栄一，井澤英夫
 11 . 心不全を繰り返す高齢者：どうセルフケア支援を行えばよいのか？ 鷲田幸一

〈連載〉英語による自信がもてる学会発表の技術　プレゼンの方法からパワポの作り方まで
 Chapter 2 スライド・ポスターを作成しよう
 4 一目でわかってもらえるスライドのコツ①
 　配色の仕方・グラフと表の見せ方・イメージの利用 上嶋徳久，加藤祐子

2020年4月号 循環補助と呼吸補助　臨床で有効活用するためのポイント 企画・構成／絹川弘一郎

診る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 1 . 補助循環装置，補助呼吸装置の最近の進歩 波多野 将
 2 .  急性心不全に至る疾患はどのようなものがあり，

その診断はどのように組み立てるとよいのか？ 佐藤直樹
 3 .  急性呼吸不全に至る疾患はどのようなものがあり，

その診断はどう組み立てるとよいか？ 鈴木隆宏，讃井將満

識る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 4 . ［Expertise］ 循環不全や呼吸不全による多臓器不全へ至るメカニズムとは？

絹川真太郎
 5 . 急性期の呼吸補助はどうすればよいか？ 日高貴之
 6 .  急性心不全における機械的循環補助はどのように導入するか？ 瀬口 理

治す ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 7 . IABPとPCPSはどのように使い分ければよいか？ 奥村貴裕

 8 . ［Expertise］Impella®の適応・管理についてどのようにすればよいか？ 中村牧子
 9 . 開胸を要する急性期補助循環（central ECMOや体外設置型VAD）の
  使用はどのような場合に必要ですか？ 肥後太基
 10 . 重症呼吸不全に対するVV-ECMOの適応と管理 藤田健亮，市場晋吾
 11 . 植込型LVADはどのような患者に適応となるか？
  ― 重症心不全急性期からの植込型LVADへの移行 ― 戸田宏一
 12 . ［Expertise］ 海外で使用されている機械的補助デバイスに

どのようなものがあるか？ 今村輝彦

〈連載〉英語による自信がもてる学会発表の技術　プレゼンの方法からパワポの作り方まで
 Chapter 2 スライド・ポスターを作成しよう
 3 一目でわかってもらえるスライドのコツ①
 　１枚のスライドにOne topic　フォントの使い方・配置の仕方 上嶋徳久，加藤祐子
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